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愛知川小学校区の学童保育所
「えちっ子クラブ」

平
成
25
年
８
月
～
平
成
27

年
４
月
ま
で
３
回
に
わ
た

っ
て
、
生
活
保
護
の
生
活
扶
助
基

準
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
で

就
学
援
助
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ

た
例
は
あ
る
の
か
。

要
保
護
（
生
活
保
護
）
世

帯
の
就
学
援
助
費
の
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
へ
の
国
の

補
助
が
２
倍
に
な
る
。
準
要
保
護

（
生
活
保
護
に
準
ず
る
）
世
帯
も

町
費
で
の
同
水
準
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
。 町

で
は
、
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
は
入
学
し
た

１
学
期
末
に
支
給
さ
れ
る
の
で
、

入
学
前
の
２
～
３
月
の
支
給
を
求

め
る
。

町
内
の
４
小
学
校
の
学
童

保
育
所
の
今
年
４
月
か
ら

の
入
所
申
し
込
み
の
状
況
は
。

「
待
機
児
童
を
作
ら
な
い

対
策
」
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。「

一
番
緊
急
性
が
高
い
愛

知
川
小
学
校
の
学
童
保
育

所
の
増
築
」
を
求
め
る
。

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
は
、
あ
と
１
年
で
終
わ
る
。

　

第
７
期
事
業
計
画
が
策
定
さ

れ
、
新
た
な
介
護
保
険
料
が
設
定

さ
れ
る
。「
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
を
抑
え
る
こ
と
を
前
提
に
、
計

画
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
」
を
求

め
る
。

　

支
給
格
差
が
発
生
し
な
い
よ

う
、
同
水
準
の
対
応
を
考
え
て
い

る
。

　

２
月
末
現
在
、

愛
知
川
小　

79
人（
定
員
63
人
）

愛
知
川
東
小
52
人（
定
員
58
人
）

秦
荘
東
小　

41
人（
定
員
41
人
）　

秦
荘
西
小　

26
人（
定
員
36
人
）

　

愛
知
川
小
学
校
が
16
人
超
過
し

て
い
る
。

　

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
、
常
に
不
在
に
な
る
家
庭
の
児

童
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
学
童
保

育
所
に
お
い
て
提
供
し
、
児
童
の

健
全
な
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

介
護
予
防
事
業
の
推
進
や
保
険

給
付
の
適
正
化
に
努
め
る
。
し
か

し「
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
る

第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割
合
の

引
上
げ
」
や「
介
護
報
酬
の
見
直

し
」
等
が
見
込
ま
れ
、
保
険
料
の

上
昇
要
因
に
な
る
。
今
後
の
国
の

動
向
に
注
視
し
進
め
て
い
き
た

い
。

　

平
成
29
年
度
は
、
定
員
の
超
過

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
町
施
設
で

あ
る「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
」
を
活
用
し
て
、
新
規

　

生
活
扶
助
基
準
引
き
下
げ
前
の

基
準
で
審
査
・
認
定
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
影
響
を
受
け
る
世
帯
で

不
認
定
に
な
っ
た
例
は
な
い
。

　

現
状
よ
り
早
い
時
期
に
支
給
で

き
る
よ
う
改
善
す
る
。

（
教
育
管
理
部
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
長
寿
社
会
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
教
育
管
理
部
長
）

（
教
育
管
理
部
長
）

問問 問

問

問問

問

答答

答

答

答

答答 就
学
援
助

瀧　すみ江 議員瀧　すみ江 議員

「
地
元
に
住
む
息
子
が
少

な
く
な
っ
て
、
地
域
の
伝

統
・
文
化
な
ど
の
行
事
に
支
障
が

出
て
い
る
」
こ
う
し
た
地
域
の
将

来
不
安
や
課
題
は
、
ど
の
地
域
で

も
共
通
し
て
い
る
。
問
題
意
識
を

も
つ
人
た
ち
が
集
え
る
機
会
ま
た

は
研
鑽
場
所
の
必
要
性
を
考
え
る

時
期
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
か
ら
「
免
許
証
の

返
納
も
考
え
る
が
、
車
な

し
で
は
ど
こ
に
も
行
け
な
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
自
転
車
も

利
用
し
に
く
い
環
境
で
あ
り
「
町

内
巡
回
バ
ス
」の
実
施
を
求
め
る
。

現
在
の
省
エ
ネ
対
策
に
お

け
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
は
使
い
に
く
い
。
以
前
の
よ

う
に
「
住
居
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」
全

て
に
適
用
す
る
制
度
に
戻
す
べ
き

だ
。

教
育
の
一
環
で
あ
る
「
給

食
」
で
、「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
」
の
あ
る
児
童
・
生
徒
は
弁

当
を
家
庭
か
ら
持
参
し
て
い
る
。

給
食
費
の
負
担
と
二
重
の
負
担
と

な
る
。
義
務
教
育
は
「
公
」
の
責

務
。
こ
の
観
点
か
ら
、
給
食
費
の

無
料
化
を
求
め
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
県
の
統

一
事
業
と
な
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
法
定
外
繰
入
が
無
く
な
れ
ば
保

険
証
の
取
り
上
げ
が
進
む
。
県
の

統
一
後
も
、
法
定
外
繰
入
を
町
の

独
自
事
業
と
し
て
守
る
べ
き
だ
。

　
「
公
共
交
通
の
不
足
」
や「
他
の

地
域
へ
の
興
味
」
な
ど
を
理
由

に
、
若
い
世
代
の
移
住
傾
向
が
強

く
、
本
町
で
の
定
住
促
進
に
向
け

て
、
若
い
世
代
の
居
住
や
就
職
希

望
が
か
な
え
ら
れ
る
取
り
組
み
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
日
ま
で
、
各
個
別
事
業
で
は
、

関
係
の
方
々
と
意
見
交
換
は
し
て

い
る
が
、
町
政
全
般
に
か
か
る
課

題
等
に
つ
い
て
の
場
は
持
て
て
い

な
か
っ
た
。
地
域
の
悩
み
や
課
題

に
つ
い
て
テ
ー
マ
を
絞
っ
て
町
民

と
町
長
が
直
接
対
話
し
、
地
域
か

ら
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
を
い
た
だ

く
た
め
、「
町
長
ま
ち
か
ど
ト
ー

ク
」
の
開
催
の
実
施
に
努
め
る
。

　
「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
の
利
用

状
況
で
は
、
約
半
数
が
稲
枝
駅
、

豊
郷
病
院
、
湖
東
記
念
病
院
な
ど

町
外
へ
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
は
定
着
し

て
き
た
。希
望
時
間
に
合
わ
な
い
、

停
留
所
の
増
設
な
ど
の
苦
情
・
要

望
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
改

善
を
図
っ
て
い
く
。
町
内
巡
回
バ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
考
え
て

い
な
い
。

　

平
成
21
年
度
に
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
町
内
産
業
の
活
性
化
と

雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
制
度
を
創

設
し
た
。

　

学
校
給
食
法
に
よ
り
、
給
食
費

は
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

保
護
者
負
担
は
賄
い
材
料
費
の
み

で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
学
校
給

食
費
の
無
料
化
は
考
え
て
い
な

い
。

　

学
校
教
育
法
で
は
市
町
村
に
対

し
て
、
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
必
要
な
援
助
を
定
め
て

い
る
。
愛
荘
町
に
お
い
て
も
就
学

援
助
費
を
支
給
し
て
い
る
。

　

法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
は
、
保

険
者
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
も
あ
る
こ

と
か
ら
一
律
的
な
方
針
に
せ
ず
、

個
別
に
協
議
を
行
う
こ
と
を
県
に

要
望
し
て
い
る
。

（
町
長
）

（
総
合
政
策
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

（
住
民
課
長
）

問

問問

問

問

答

答答

答答

答

ま
ち
の
課
題

子どもたちと大人とのふれあい（とよくに子ども食堂）

21 20

学
童
保
育

介
護
保
険
料

学
童
保
育
所
を
開
設
す
る
予
定
を

し
て
い
る
。

　

愛
知
川
小
学
校
は
平
成
30
年
度

が
ピ
ー
ク
と
考
え
る
。
平
成
30
年

度
以
降
も
定
員
超
過
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、
様
々
な
形
態
の
学
童
保

育
所
の
設
置
・
運
営
す
る
こ
と
で

入
所
児
童
の
増
加
に
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
現
時
点
で
は
増

築
の
計
画
は
な
い
。

　

平
成
24
年
度
に
、
新
た
に
現
行

制
度
の「
住
宅
省
エ
ネ
等
改
修
事

業
補
助
金
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
今
日
で
は
対
象
事
業
を
11

項
目
に
し
て
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
、
対
象
工
事
の
拡
大
に
努
め

る
。

入所申込みが増えているので、増築を求めるQ

愛知川小学校の学童保育所

将来的には様々な形態を考えているので、
増築する計画はない

A
辰己　　保 議員辰己　　保 議員

まちづくりの課題を語る機会をQ

町民協働のまちづくり

「町長まちかどトーク」の開催に努めるA


